
産学官⾦協働による
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リカレント教育の取り組みについて
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地域や産業界のニーズを踏まえた立ち上げの経緯



プラットフォームの組織概要



ホームページの作成・公開



規約の制定とデジタルバッジの作成



企業変革をなし得る経営者層育成PG 

新ビジネス、新たな価値創造をなし得る人材育成PG 

AI・DXによる企業競争力強化を推進できるマネージャー育成PG
マネージャー育成PG

DXものづくりを支える現場変革人材育成PG 

医療・福祉現場の業務効率化を達成しうるDX人材育成PG 

5つの教育プログラムを設定
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ニーズを反映させた教育

産学連携協議会に対するアンケート調査

会員数は賛助会員（団体）も合わせて、約２３０社

株式会社社会調査研究センター（大学発ベンチャー）によ

る「学び直し」に関する埼玉県民意識調査の実施 1,500件

受講生へのアンケート調査

派遣先企業への聞き取り

地域の人材育成ニーズと教育資源のマッチングのために

「リ・スキリング教育研究会」の設置





求める講座とのマッチング





リ・スキリング教育を起点とする大学発リカレント教育

短期のリ・スキリング教育だけでは

目前の課題解決に偏り、学びが単発で
終わりやすい

受講後の継続学習や越境的な学びにつ
ながりにくい

大学らしい「学問知」「研究知」との
接続が弱くなりがち

地域の生涯学習・人材定着・新たな挑
戦まで広がりにくい

彩の国Komvuxが目指すリカレント教育

①直近課題に応えるリ・スキリング教育

②役職・分野を越えて学び直す

③コミュニティ・デジタルバッジで継続

④ノンディグリー・大学院接続へ
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地域に寄り添う大学に期待されるのは、「⼀度きりの
研修」ではなく、人生・キャリアの節目ごとに戻って来
られる学びの基盤である。

企業の即効性には応えられても、
地域の持続的発展には十分ではない



今後の展開︓地域に寄り添う大学が実施するリカレント教育

2026年度に強化する４つの柱

大学間連携の拡大

埼玉大学・埼玉県⽴大学・ものつくり大学に加え、埼玉医科大学、日本
工業大学専門職大学院が参画予定。医療・保健、技術経営まで学びの幅を
さらに拡大。

大学院・ノンディグリー接続

アドバンスト・エッセンシャルワーカー

ニーズ反映と企業実装

グローバルビジネス人材育成講座やノンディグリープログラムを通
じ、短期講座から大学院レベルの学びへ接続する導線をつくる。

医療・福祉、地域産業、⾏政等の現場を⽀える人材に焦点を当て、
⾼度化する現場課題に応える。

リ・スキリング教育研究会を通じ、業種別プラン設計、費用対効果
の可視化、処遇反映モデルの検討を進める。

広げたいのは「講座数」では
なく、地域の人が何度でも
戻って来られる学びの回路で
ある。




